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五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』
に
関
す
る
序
論
的
考
察

　
　

は
じ
め
に

　

五
味
川
純
平
の
『
人
間
の
條
件
』
は
、
一
九
五
六
年
七
月
に
三
一

書
房
の
三
一
新
書
か
ら
書
き
下
ろ
し
の
形
で
第
一
部
が
刊
行
さ
れ
、

一
九
五
八
年
一
月
刊
行
の
第
六
部
で
完
結
し
た
大
長
編
で
あ
り
、
戦
後

空
前
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
五
味
川
の
助
手
を
務

め
て
い
た
澤
地
久
枝
は
、近
年
の
佐
高
信
と
の
対
談
の
中
で
「
今
で
は
、

五
味
川
さ
ん
は
や
は
り
、
忘
れ
ら
れ
た
作
家
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い

う
佐
高
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、「
残
念
な
が
ら
、
そ
う
言
っ
て
い
い

と
思
い
ま
す
」
と
答
え
て
い
る（

１
（。

　
『
人
間
の
條
件
』
は
日
本
の
植
民
地
支
配
、
日
本
の
軍
隊
（
内
務

班
）、
戦
後
の
引
揚
げ
を
描
い
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
が
、
近
年
の
近
現

代
史
研
究
の
領
域
を
中
心
と
し
た
再
評
価
が
行
わ
れ
る
ま
で
、
研
究
の

面
で
も
「
忘
れ
ら
れ
た
」
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
同
時

代
評
が
あ
る
が
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
の
高
い
内
容
で
あ
る
た

め
か
、
文
壇
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
拡
大
す
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
市
場
の
中
で
文
学
が
消
費
さ
れ
、「「
文
壇
」
の
崩

壊
」（
十
返
肇
）
を
め
ぐ
る
議
論
が
起
き
て
い
た
時
期
に
『
人
間
の
條

件
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
と
い
う
の

も
、
一
九
五
〇
年
代
は
『
人
間
の
條
件
』
以
外
に
も
、
新
人
作
家
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
が
多
数
誕
生
し
た
か
ら
で
あ
る
。
全
く
無
名
の
五
味

川
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
に
な
っ
た
と
い
う
現
象
を
、
同
時
代
の
文
壇

を
取
り
巻
く
状
況
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
す
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、『
人
間
の
條
件
』
の
物
語
分
析
は
一
切
行
わ
ず
、
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
経
緯
や
先
行
研
究
を
整
理
す
る
こ
と
に
集
中
す

る
。
第
一
節
で
は
、
全
く
無
名
の
存
在
で
あ
っ
た
五
味
川
の
『
人
間
の

條
件
』
が
ど
の
よ
う
に
出
版
に
至
り
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
の
か

を
確
認
す
る
。
第
二
節
で
は
同
時
代
評
を
、
第
三
節
で
は
近
年
の
再
評

五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』
に
関
す
る
序
論
的
考
察

高　

橋　

啓　

太
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価
を
確
認
す
る
。
第
四
節
で
は
、
文
壇
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る

同
時
代
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
『
人
間
の
條
件
』
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

化
と
い
う
現
象
を
置
き
直
す
こ
と
を
試
み
る
。

一
︑＂
五
味
川
淳
＂
時
代

　

五
味
川
純
平
（
本
名
・
栗
田
茂
）
は
一
九
一
六
年
、
満
州
の
大
連
に

生
ま
れ
た
。
東
京
商
科
大
学
（
現
一
橋
大
学
）
に
入
学
す
る
が
中
退
し
、

東
京
外
国
語
学
校
（
現
東
京
外
国
語
大
学
）
へ
入
学
し
た
。
同
校
卒
業

後
、
満
州
へ
戻
っ
て
昭
和
製
鋼
所
に
就
職
す
る
。
一
九
四
四
年
に
同
地

で
応
召
し
、
一
九
四
五
年
八
月
、
侵
攻
し
て
き
た
ソ
連
軍
と
の
戦
闘
で

所
属
部
隊
が
ほ
ぼ
全
滅
し
、
捕
虜
と
な
る
。

　

五
味
川
は
の
ち
に
、
ソ
連
軍
と
の
戦
闘
の
最
中
、「
タ
コ
ツ
ボ
の
中

で
、
そ
の
と
き
私
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
し
ゃ
ぶ
っ
て
い
た
。［
中
略
］
も

し
も
生
き
の
び
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
こ
の
日
に
至
る
ま
で
の

こ
と
を
書
き
し
る
す
た
め
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
」（

２
）と

語
っ
て
い
る
。
自

身
の
満
州
で
の
戦
争
体
験
を
基
に
し
て
書
か
れ
た
の
が
、『
人
間
の
條

件
』
な
の
で
あ
る
。
以
下
、
小
林
修
に
よ
る
あ
ら
す
じ
を
引
用
す
る
。

　
　

�　

満
州
の
軍
需
産
業
に
勤
め
る
梶
は
、恋
人
の
美
千
子
と
結
婚
し
、

招
集
免
除
と
い
う
特
典
と
引
き
換
え
に
鉱
山
の
労
務
班
長
と
し
て

赴
任
す
る
。
そ
こ
で
彼
は
酷
使
さ
れ
る
中
国
人
鉱
夫
や
特
殊
工
人

（
捕
虜
）
の
待
遇
改
善
に
心
血
を
注
ぐ
。
し
か
し
特
殊
工
人
の
不

当
な
処
刑
に
抗
議
し
憲
兵
と
対
立
、
激
し
い
拷
問
を
受
け
軍
隊
に

送
ら
れ
る
。ソ
満
国
境
に
近
い
部
隊
の
過
酷
な
軍
隊
生
活
の
中
で
、

不
条
理
に
必
死
で
抵
抗
、
人
間
の
尊
厳
を
貫
こ
う
と
す
る
。
し
か

し
戦
局
は
悪
化
し
遂
に
ソ
連
軍
が
国
境
を
越
え
た
。
梶
は
新
兵
と

共
に
貧
弱
な
武
器
で
圧
倒
的
な
戦
車
隊
に
立
ち
向
か
う
が
全
滅
す

る
。
梶
は
敗
残
兵
と
し
て
満
州
の
荒
野
を
転
々
と
逃
亡
す
る
。
飢

餓
や
敵
兵
に
苦
し
み
な
が
ら
生
き
る
た
め
に
数
々
の
殺
戮
を
繰
り

返
す
。
や
が
て
ソ
連
軍
の
捕
虜
と
な
る
が
、
妻
の
も
と
に
帰
る
た

め
一
人
脱
走
し
、
幽
鬼
の
よ
う
に
酷
寒
の
地
を
さ
ま
よ
う
。
美
千

子
の
幻
影
を
見
な
が
ら
力
尽
き
て
倒
れ
た
梶
の
上
に
雪
が
降
り
積

も
る（

３
（。

　

五
味
川
は
一
九
四
七
年
に
日
本
に
引
揚
げ
て
い
る
。
一
九
五
六
年

に
『
人
間
の
條
件
』
を
刊
行
す
る
ま
で
の
創
作
活
動
に
関
し
て
は
、
後

年
の
清
水
崑
と
の
対
談
の
中
で
、「
昭
和
二
十
五
年
」
に
「
家
族
裁
判
」

と
い
う
短
編
を
「
別
冊
週
刊
朝
日
の
懸
賞
ユ
ー
モ
ア
小
説
募
集
に
応
募

し
て
は
じ
め
て
活
字
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る（

４
（。

詳
細
を
説
明
す
る

と
、
五
味
川
は
『
週
刊
朝
日
』（
一
九
五
〇
・
六
・
一
一
）
に
募
集
要
項



七
九

五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』
に
関
す
る
序
論
的
考
察

が
掲
載
さ
れ
た
「
百
万
円
懸
賞
「
百
万
人
の
小
説
」」
に
「
家
族
裁
判
」

を
応
募
し
、
一
等
の
特
選
に
次
ぐ
優
賞
（「
ユ
ー
モ
ア
小
説
」
部
門
）

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
５
（

同
作
は
、
一
九
五
一
年
六
月
刊
行
の
同
誌
夏
季

増
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
（
審
査
結
果
は
一
九
五
〇
年
一
二
月
二
四
日
号

に
掲
載
）。
た
だ
し
、
こ
の
時
に
は
〝
五
味
川
淳
〟
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
使
っ
て
い
る
。

　

管
見
の
限
り
、
五
味
川
も
五
味
川
を
取
り
上
げ
た
論
者
も
全
く
言
及

し
て
い
な
い
が
〝
五
味
川
淳
〟
は
そ
の
後
も
世
界
社
刊
行
の
『
富
士
』

に
「
家
出
娘
」（
第
四
巻
第
一
〇
号
、一
九
五
一
・
一
〇
）、「
盲
氏
神
」（
第

五
巻
第
一
号
、
一
九
五
二
・
一
）、「
キ
ン
グ
コ
ン
グ
製
造
会
社
」（
第
五

巻
第
五
号
、
一
九
五
二
・
四
）
と
い
う
短
編
を
発
表
し
て
い
る
（
こ
れ

ら
以
外
の
著
作
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
）。
し
か
し
、
生
活
は
困
窮
を

極
め
て
い
た
よ
う
で
、『
人
間
の
條
件
』
の
原
稿
は
「
生
活
を
、
や
す

恵
夫
人
の
ミ
シ
ン
内
職
に
支
え
ら
れ
て
、
電
話
も
な
い
四
畳
半
二
間
の

ア
パ
ー
ト
で
、
夜
を
徹
し
て
の
執
筆
だ
っ
た
」

（
６
（

と
い
う
。
ペ
ン
ネ
ー
ム

を
変
え
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な
る
前

に
、〝
五
味
川
淳
〟
と
し
て
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
た
無
名
時
代
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

二
︑﹃
人
間
の
條
件
﹄
の
刊
行
と
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
化

　
『
人
間
の
條
件
』
は
、
す
ぐ
に
出
版
が
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

五
味
川
が
書
き
上
げ
た
原
稿
（
第
一
部
・
第
二
部
）
は
、
劇
団
民
芸
の

友
人
早
川
昭
二
を
介
し
て
理
論
社
の
社
長
小
宮
山
量
平
の
手
に
渡
っ

た
が
出
版
に
は
至
ら
ず
、
や
が
て
三
一
書
房
の
編
集
部
長
竹
村
一
の
も

と
に
回
っ
て
き
た
。
塩
澤
実
信
に
よ
る
と
、
竹
村
は
「
か
ね
て
か
ら〝

純
文
学
〟と〝
大
衆
文
学
〟に
腑
分
け
を
す
る
日
本
の
文
壇
の
あ
り
方
に
、

疑
問
を
持
っ
て
」
お
り
、「
文
学
を
二
分
す
る
腑
分
け
に
反
撥
す
る
気

持
ち
か
ら
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
〈
大
人
の
心
に
訴
え
る
、
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
面
白
い
作
品
〉
を
待
望
し
、
捜
し
求
め
て
い
た
」

（
７
（。

竹
村

に
と
っ
て
、『
人
間
の
條
件
』は
こ
の
要
求
を
満
た
す
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、

三
一
新
書
か
ら
書
き
下
ろ
し
作
品
と
し
て
の
刊
行
を
決
断
し
た
。

　

と
は
い
え
、『
人
間
の
條
件
』
は
す
ぐ
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
完
結
編
の
第
六
部
刊
行
後
の
『
週
刊
朝
日
』

一
九
五
八
年
二
月
一
六
日
号
の
巻
頭
で
「
隠
れ
た
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー

『
人
間
の
条
件
』」
と
題
し
た
七
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
特
集
が
組
ま
れ
た

こ
と
で
、
大
衆
的
な
人
気
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
図

（
）。
同
特
集
の
リ
ー
ド
文
に
は
「
こ
の
一
年
間
で
す
で
に
十
九
万
部

売
れ
、
し
か
も
尻
上
が
り
に
版
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
」
と
い
う
記
述

が
あ
る
。
す
で
に
一
定
の
売
り
上
げ
は
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
特
集
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を
組
む
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る（

９
（。

そ
れ
に
よ
る
と
、
き

っ
か
け
は
同
誌
書
評
欄
の
打
ち
合
わ
せ
の
席
で
、
臼
井
吉
見
が
「
有
馬

稲
子
が
そ
の
本
を
読
み
、ひ
ど
く
感
心
し
」
た
と
話
し
た
こ
と
で
あ
る
。

「
そ
の
こ
ろ
三
〇
人
近
く
い
た
編
集
部
員
で
、
だ
れ
一
人
、
そ
の
時
は
、

ま
だ
読
ん
で
い
な
か
っ
た
」
が
、「
男
女
、
年
齢
別
々
に
五
人
の
編
集

部
員
が
読
」
み
、
異
口
同
音
に
「
面
白
い
、
迫
力
が
あ
る
」
と
感
想
を

述
べ
た
こ
と
で
特
集
が
決
定
し
た
。
三
一
書
房
で
の
刊
行
決
定
と
同
様

に
、
物
語
の
面
白
さ
が
認
め
ら
れ
て
『
人
間
の
條
件
』
は
取
り
上
げ
ら

れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
『
週
刊
朝
日
』
は
戦
前
（
一
九
二
二
年
）
の
創
刊
だ
が
、
一
九
五
〇

年
代
に
は
『
週
刊
新
潮
』（
一
九
五
六
年
）、『
週
刊
女
性
』（
主
婦
と
生

活
社
、
一
九
五
七
年
）、『
女
性
自
身
』（
光
文
社
、
一
九
五
八
年
）
な

ど
が
創
刊
さ
れ
、
週
刊
誌
ブ
ー
ム
が
到
来
し
て
い
た
。
一
九
五
八
年
の

『
週
刊
朝
日
』の
発
行
部
数
は
一
五
三
万
部
で
あ
っ
た（

（1
（

。『
人
間
の
條
件
』

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
化
は
、
同
誌
で
の
特
集
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
後
の
メ
デ
ィ
ア
の
動
き
は
早
く
、

一
九
五
八
年
の
う
ち
に
舞
台
化
・
映
画
化
が
決
定
し
て
い
る（

（（
（

。
同
年

九
月
に
は
、
芸
術
座
で
舞
台
公
演
が
始
ま
っ
た
。
小
林
正
樹
監
督
に

よ
る
映
画
（
松
竹
、
全
六
部
）
の
撮
影
も
同
時
期
に
開
始
さ
れ
、
翌

が
組
ま
れ
た
『
週
刊
朝
日
』
刊
行
後
の
『
読
売
新
聞
』
紙
上
の
広
告
を

追
っ
て
い
く
と
、「
堂
々
九
〇
万
部
突
破
」（
一
九
五
八
・
四
・
九
朝
刊
、

一
頁
）、「
つ
い
に
一
七
〇
万
部
突
破
!!
」（
同
年
八
・
一
三
朝
刊
、
一

頁
）、「
堂
々
二
四
〇
万
部
突
破　

新
記
録
を
樹
立
」（
同
年
一
二
・
二
朝

刊
、
二
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
部
数
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

各
広
告
の
部
数
は
そ
れ
ぞ
れ
全
六
部
（
六
冊
）
の
合
計
で
あ
る
が
、
爆

発
的
な
売
れ
行
き
を
記
録
し
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
実
際
、
五
味

川
は
一
九
五
八
年
に
一
五
七
四
万
円
を
納
税
し
、
長
者
番
付
の
作
家
部

門
で
一
一
位
と
な
っ
て
い
る（

８
（。

　

当
時
の
『
週
刊
朝
日
』
編
集
長
で
あ
っ
た
扇
谷
正
造
は
、
こ
の
特
集 （図１）
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一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
一
年
に
か
け
て
公
開
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
大

衆
的
な
人
気
の
広
が
り
を
示
す
次
の
よ
う
な
事
例
も
あ
る
。
労
働
者
教

育
協
会
編
集
の
『
学
習
の
友
』（
第
五
四
巻
、
一
九
五
八
・
四
）
に
は
、

五
味
川
と
横
浜
生
糸
検
査
所
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
の
座
談
会
「
人

間
の
條
件
を
読
ん
で
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
五
味
川
本
人
が
自
作
の
感
想

を
聞
く
と
い
う
企
画
で
あ
る
。
旺
文
社
刊
行
の
教
育
雑
誌『
高
校
時
代
』

に
は
、
一
九
五
九
年
四
月
号
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
「
名
作
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
」
と
題
し
た
『
人
間
の
條
件
』
の
詳
細
な
あ
ら
す
じ
が
挿
絵
入
り

で
掲
載
さ
れ
た
。

三
︑
同
時
代
評

　

五
味
川
は
『
人
間
の
條
件
』
の
「
ま
え
が
き
」
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　

�　

何
を
書
く
に
し
て
も
、
そ
れ
が
物
語
で
あ
る
な
ら
ば
、
面
白
く

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い
う
観
念
か
ら
私
は
離
れ
ら
れ
な
い
―
―

面
白
く
書
け
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
。
私
が
こ
こ
で
云
う
面
白

さ
は
、
練
達
の
文
学
者
達
か
ら
は
「
通
俗
」
だ
と
誹
謗
さ
れ
そ
う

な
面
白
さ
で
あ
る
。
も
し
大
衆
の
健
康
な
欲
望
が
求
め
、
親
し
み

易
い
と
感
ず
る
面
白
さ
が
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
と
し
た

ら
、
私
は
そ
れ
を
探
し
た
い（

（1
（

。

　
『
人
間
の
條
件
』
は
、
概
ね
こ
の
五
味
川
の
狙
い
通
り
に
読
ま
れ
た

テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。
臼
井
吉
見
は
、『
週
刊
朝
日
』
の
特
集

に
掲
載
さ
れ
た
「
つ
い
に
出
た
戦
争
文
学
―
―
「
人
間
の
条
件
」
を
読

ん
で
」の
中
で「
現
代
小
説
に
は
、本
来
の
意
味
で
の
ヒ
ー
ロ
ー（
英
雄
）

が
登
場
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
す
く
な
い
。は
っ
き
り
し
た
性
格
な
り
、

個
性
な
り
の
も
ち
ぬ
し
と
し
て
の
主
人
公
の
活
躍
す
る
よ
う
な
現
代
小

説
は
、
通
俗
的
な
読
み
も
の
と
は
別
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
つ

て
い
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
の
に
続
け
て
、「「
人
間
の
条
件
」
の
主
人

公
梶
は
、
ま
さ
に
現
代
の
英
雄
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。
筆
舌
を

絶
す
る
危
険
と
困
難
の
な
か
で
、
つ
ね
に
人
間
と
し
て
生
き
つ
づ
け
る

こ
と
を
念
願
し
、
行
動
す
る
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。［
中
略
］
こ
う

い
う
主
人
公
を
、
敗
戦
前
後
の
満
州
と
い
う
歴
史
的
な
舞
台
に
登
場
さ

せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
作
者
は
、
日
本
民
族
に
と
つ
て
、
の
つ
ぴ
き
な

ら
ぬ
積
極
的
な
主
題
を
存
分
に
展
開
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
」
と
「
面

白
さ
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る（

（1
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
同
時
代
評
に

お
い
て
、『
人
間
の
條
件
』
は
五
味
川
自
身
が
「「
通
俗
」
だ
と
誹
謗
さ

れ
そ
う
」
と
危
惧
し
て
い
た
通
り
に
読
ま
れ
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
例
え
ば
、「「
第
六
部
」
だ
け
読
ん
で
み
た
」
と
い
う
大
岡
昇
平

は
「
題
材
自
身
に
張
り
が
あ
り
、
筆
も
そ
れ
に
伴
っ
て
、
巧
ま
ず
し
て
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読
ま
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
を
強
調
し
、「
い
か
に
も
こ
こ

で
作
者
が
主
人
公
梶
に
持
た
せ
て
い
る
思
想
や
反
省
は
、
お
粗
末
な
も

の
だ
が
、
一
体
作
家
と
い
う
も
の
は
、
そ
ん
な
も
の
は
ほ
ど
ほ
ど
の
と

こ
ろ
で
い
い
の
で
あ
る
」
と
擁
護
と
も
言
え
な
い
形
で
評
し
て
い
る（

（1
（

。

杉
浦
明
平
は
「「
人
間
の
条
件
」
に
つ
い
て
、
注
文
は
い
く
ら
で
も
つ

け
ら
れ
よ
う
し
、
ま
た
、
そ
の
手
法
の
古
さ
や
通
俗
性
を
指
摘
す
る
こ

と
は
容
易
だ
ろ
う
」
が
、「
こ
の
小
説
の
な
か
に
あ
る
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ

ム
の
大
衆
性
な
ど
を
も
っ
と
虚
心
を
も
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
」
と
大
岡
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
お
粗
末
」
さ
を
認
め
な

が
ら
、
受
容
の
問
題
に
目
を
向
け
よ
う
と
し
て
い
る（

（1
（

。

　

明
確
な
批
判
を
展
開
し
た
の
は
村
上
兵
衛
と
堀
秀
彦
の
二
人
で
あ

る
。
村
上
は
「
作
品
は
し
ば
し
ば
作
者
の
意
図
を
超
え
、
あ
る
い
は
作

者
の
意
図
を
裏
ぎ
る
。
そ
れ
が
文
学
作
品
で
あ
り
、
作
家
の
才
能
で

あ
る
。『
人
間
の
条
件
』
は
、
作
者
の
善
良
な
意
図
に
背
く
こ
と
な
く
、

い
わ
ば
そ
の
意
図
と
釣
合
う
こ
と
に
よ
つ
て
す
ぐ
れ
た
啓
蒙
書
と
は
な

つ
た
が
、
文
学
作
品
に
昇
華
す
る
こ
と
は
な
か
つ
た
」（

（1
（

と
批
判
し
て
い

る
。
堀
秀
彦
は
、『
人
間
の
條
件
』
が
「
暴
虐
な
権
力
と
組
織
に
対
す

る
怒
り
と
個
人
的
な
抵
抗
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
結
局
は
無
力
な
自

分
、
そ
の
自
分
に
対
す
る
歯
ぎ
し
り
―
―
こ
う
い
つ
た
人
間
感
情
を
軍

隊
と
戦
場
と
い
う
場
面
に
お
り
込
ん
だ
大
衆
小
説
」
で
、「
そ
の
主
人

公
が
人
間
と
し
て
は
観
念
的
に
描
か
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。

　

次
に
、
肯
定
的
あ
る
い
は
好
意
的
な
同
時
代
評
で
あ
る
。
桜
井
増
雄

は
、『
人
間
の
條
件
』
は
「
人
間
愛
の
至
高
を
希
求
す
る
精
神
が
、
不

合
理
な
社
会
組
織
の
中
で
、
い
か
に
ゆ
が
め
ら
れ
、
悪
戦
苦
闘
を
つ
づ

け
て
ゆ
く
か
―
―
と
い
う
、
す
な
わ
ち
一
粒
の
「
抵

レ
ジ
ス
タ
ン
ス

抗
」
を
あ
つ
か
っ

た
作
品
で
あ
り
、
か
つ
又
、
ま
れ
に
み
る
至
難
な
夫
婦
愛
の
小
説
で
あ

る
」（

（1
（

（
ル
ビ
原
文
）
と
評
価
す
る
。「
不
合
理
な
社
会
組
織
」
に
お
け
る

個
人
の
「
苦
闘
」
に
注
目
し
た
の
は
高
杉
一
郎
も
同
様
で
、「
私
た
ち

が
見
お
と
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
こ
の
小
説
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

の
若
い
読
者
の
あ
い
だ
で
、
一
種
の
人
生
案
内
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る

と
い
う
事
実
で
あ
」
り
、「
日
本
の
文
学
的
伝
統
と
つ
な
が
る
と
こ
ろ

は
す
く
な
く
、
か
つ
弱
い
か
も
し
れ
ぬ
が
、
同
時
代
人
の
道
徳
的
な
問

題
に
答
え
る
と
い
う
文
学
の
課
題
は
―
―
そ
れ
が
ど
の
程
度
に
形
象
化

さ
れ
て
い
る
か
は
別
に
し
て
―
―
ど
の
作
品
よ
り
も
よ
く
は
た
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
中
村
英
雄
は
「
読
者
が
こ

の
作
品
か
ら
満
足
感
を
も
っ
て
受
け
と
っ
て
い
る
も
の
は
、
お
そ
ら
く

文
学
的
感
動
で
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
倫
理
的
感
動
だ
ろ
う
と
思
う
」

と
指
摘
し
、「
主
人
公
・
梶
に
お
い
て
追
求
さ
れ
る
知
識
人
、
こ
と
に

転
向
者
の
戦
争
責
任
の
問
題
」
を
中
心
に
物
語
を
読
ん
で
い
る（

11
（

。
村
上

は
『
人
間
の
條
件
』
を
「
文
学
作
品
」
未
満
の
「
啓
蒙
書
」
と
評
し
て
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い
た
が
、
批
判
的
で
は
な
い
と
い
う
立
場
の
違
い
を
別
に
す
れ
ば
、
桜

井
・
高
杉
・
中
村
も
読
み
方
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　
『
人
間
の
條
件
』
を
戦
争
文
学
と
し
て
評
価
す
る
同
時
代
評
も
あ
る
。

Ｌ
Ｏ
Ｎ
「
中
間
小
説
評
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
五
八
・
三
・
一
一
夕
刊
、

三
頁
）
は
、「「
人
間
の
条
件
」
に
は
そ
れ
こ
そ
〝
練
達
な
〟
物
語
的
技

法
が
う
か
が
え
る
が
、
主
題
の
質
は
、
い
ま
ま
で
当
然
出
る
べ
く
し
て

出
な
か
っ
た
戦
争
文
学
の
骨
格
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
完
ぺ
き
に
近
い
」

と
抽
象
的
な
書
き
方
で
は
あ
る
が
絶
賛
し
て
い
る
。
長
谷
川
泉
は
「
戦

争
に
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ァ
が
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
、
戦
場
に
お
い

て
人
間
を
見
失
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
一
体
い
か
な
る
こ
と
か
、
そ
れ

を
実
践
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
苦
難
が
あ
り
、
そ
れ
を
切
り
抜
け

て
ゆ
く
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
姿
を
と
り
、
そ
し
て
ど
ん
な
結
末
に
な
る

か
、
と
い
う
こ
と
を
本
格
的
な
ロ
マ
ン
に
構
成
し
た
も
の
」
で
あ
り
、

「
こ
の
長
篇
の
な
か
の
ど
こ
か
に
、
今
ま
で
読
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
戦
争

文
学
の
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
を
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
」と
い
う
意
味
で
、

「
戦
後
に
書
か
れ
た
多
く
の
戦
争
文
学
の
集
大
成
」
で
あ
る
と
評
し
て

い
る（

1（
（

。
一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
は
あ
る
が
、
竹
内
好
は
野
間

宏
の
『
真
空
地
帯
』
と
の
比
較
を
通
し
て
、「『
人
間
の
条
件
』
で
の
軍

隊
は
、
日
常
性
か
ら
連
続
し
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
こ
こ
で
は
軍

隊
そ
の
も
の
が
全
体
社
会
で
あ
る
。
こ
の
軍
隊
が
全
体
社
会
と
重
な
り

合
う
と
い
う
認
識
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
取
り
出
し
た

の
は
こ
の
作
品
の
不
滅
の
功
績
だ
と
私
は
思
う
」（

11
（

と
評
価
し
て
い
る
。

第
三
部
・
四
部
で
前
景
化
す
る
軍
隊
小
説
と
し
て
の
一
面
は
、
長
谷
川

の
指
摘
す
る
「
さ
ま
ざ
ま
な
戦
争
文
学
の
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
」
の
一
つ
と

み
な
し
て
間
違
い
な
い
。

　

総
じ
て
同
時
代
評
で
は
、
梶
が
「
現
代
の
英
雄
」
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
こ
と
を
通
俗
性
と
し
て
批
判
す
る
の
か
、
新
し
い
文
学
の
形
と
し

て
肯
定
す
る
の
か
に
よ
っ
て
評
価
が
分
か
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
た
だ

し
、「
一
種
の
人
生
案
内
」、「
文
学
的
感
動
」
と
区
別
さ
れ
る
「
倫
理

的
感
動
」
と
い
っ
た
評
語
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
既
成
の
文
学
と
は

異
な
る
タ
イ
プ
の
小
説
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
。『
人
間
の
條
件
』
が

文
壇
か
ら
黙
殺
さ
れ
た
要
因
の
一
つ
は
こ
の
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。

四
︑
近
年
に
お
け
る
再
評
価

　

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、『
人
間
の
條
件
』
の
再
評
価
の
兆
し
が
見

え
て
い
る
。
そ
れ
以
前
に
は
、『
人
間
の
條
件
』
を
三
冊
（
第
四
六

～
四
八
巻
）
に
分
け
て
収
録
し
た
『
日
本
文
学
全
集
』（
河
出
書
房
、

一
九
六
七
）
の
尾
崎
秀
樹
に
よ
る
解
説
「
文
学
入
門
」（
第
四
八
巻
）
や
、

塩
見
鮮
一
郎
に
よ
る
梶
の
思
想
の
批
判
的
再
検
討
が
あ
る
が（

11
（

、
他
に
は

学
術
誌
の
特
集
の
中
で
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
こ
と
が
文
学
史
の
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一
事
項
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る（

11
（

。
近
年
発
表
さ
れ
た
複

数
の
論
考
で
は
、
物
語
の
舞
台
が
満
州
で
あ
る
こ
と
や
敗
戦
後
の
引
揚

げ
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
戦
争
文
学
と
し
て
の
意
義
を

見
出
そ
う
と
試
み
て
い
る
。

　

川
村
湊
は
、「
梶
は
、
い
わ
ば
〝
強
者
と
し
て
の
被
害
者
〟
だ
っ
た
。

し
か
し
、「
満
州
国
」
に
お
い
て
は
、
日
本
人
は
ほ
と
ん
ど
が
〝
弱
者

と
し
て
の
加
害
者
〟
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
軍
隊
に
お
い

て
も
、
一
兵
卒
は
、〝
弱
者
と
し
て
の
加
害
者
〟
と
し
て
、
中
国
人
民

と
接
し
て
い
た
は
ず
な
の
だ
」
と
述
べ
、
梶
が
「
強
者
」
と
し
て
会
社

や
軍
隊
に
対
峙
し
て
い
く
姿
が
、
植
民
地
に
お
け
る
日
本
人
の
「
加
害

者
」
性
を
希
薄
に
し
て
し
ま
う
の
と
同
時
に
、「
そ
の
他
の
日
本
人
、

中
国
人
、
朝
鮮
人
が
同
じ
よ
う
に
〝
弱
者
と
し
て
の
被
害
者
〟
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
う
し
た
戦
後
の
日
本
人
大
衆
の
「
歴
史

感
情
」に
呼
応
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
」と
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー

に
な
っ
た
要
因
を
推
察
し
て
い
る（

11
（

。�

　

近
現
代
史
研
究
の
文
脈
か
ら
の
再
評
価
も
行
わ
れ
て
い
る
。
成
田
龍

一
は
「「『
人
間
の
条
件
』
は
、
こ
う
し
て
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
、
中

国
を
舞
台
に
し
た
物
語
の
な
か
で
、
日
本
人
と
中
国
人
と
い
う
非
対
称

的
な
関
係
が
戦
時
／
敗
戦
後
に
逆
転
す
る
こ
と
を
軸
に
民
族
間
の
あ
り

よ
う
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
作
品
と
い
え
よ
う
。
五
味
川
は
帝
国
―
植

民
地
に
関
わ
る
問
題
系
に
接
近
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
戦
中
戦
後
を

連
続
的
に
描
い
た
物
語
で
あ
る
点
に
意
義
を
見
出
し
、
さ
ら
に
、
第
六

部
で
は
ソ
連
に
対
す
る
批
判
も
垣
間
見
え
る
こ
と
か
ら
、「『
人
間
の
条

件
』
が
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
に
綴
ら
れ
た
作

品
で
あ
る
こ
と
」
に
も
言
及
し
て
い
る（

11
（

。『
人
間
の
條
件
』
を
軍
隊
小

説
と
し
て
評
価
し
て
い
た
竹
内
も
こ
の
点
に
触
れ
て
い
た
。
今
後
、
掘

り
下
げ
て
考
察
す
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

　

五
十
嵐
惠
邦
は
よ
り
具
体
的
な
物
語
分
析
を
行
い
、「
長
編
小
説
『
人

間
の
條
件
』
は
、
中
国
そ
し
て
ソ
連
を
巻
き
込
ん
だ
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
視

点
を
持
っ
た
作
品
と
な
り
得
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
広
大
な
舞
台
背
景
の
な
か
に
は
じ
ま
っ
た
こ
の
野
心
的
な
物
語
も
、

結
局
、
日
本
人
の
、
日
本
人
に
よ
る
、
日
本
人
の
た
め
の
、
が
ま
ん
劇

と
し
て
幕
を
下
ろ
す
」
の
で
あ
り
、「
こ
の
物
語
に
現
れ
た
中
国
人
や

ロ
シ
ア
人
と
い
う
他
者
は
、
芝
居
の
書
き
割
り
の
よ
う
な
も
の
に
す
ぎ

な
い
」
と
指
摘
す
る（

11
（

。

　

戦
中
戦
後
を
横
断
す
る
『
人
間
の
條
件
』
の
長
大
な
物
語
が
、
近
現

代
史
研
究
の
領
域
に
お
け
る
「
帝
国
―
植
民
地
に
関
わ
る
問
題
系
」
の

前
景
化
に
よ
っ
て
研
究
対
象
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
よ
り
最
近
で
も
、
朴
裕
河
が
「
引
揚
げ
文
学
」
と
い
う
カ
テ

ゴ
リ
ー
を
設
定
し
て
戦
後
文
学
再
検
討
の
必
要
性
を
主
張
す
る
中
で
、
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11
（

と
述
べ
て
い
る
。『
人
間
の
條
件
』
の
研
究
が
、

刊
行
か
ら
半
世
紀
を
過
ぎ
て
よ
う
や
く
進
展
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。

　

同
時
代
評
の
中
で
は
「
文
学
作
品
」
に
満
た
な
い
物
語
と
み
な
さ
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
近
年
の
再
評
価
の
中
で
は
そ
の
よ
う
な
線
引

き
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
川
村
や
五
十
嵐
は
戦
争
文
学
と

し
て
の
意
義
を
認
め
な
が
ら
も
、
梶
の
人
物
造
型
や
物
語
の
展
開
上
の

問
題
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
文
学
研
究
の
領
域
で

『
人
間
の
條
件
』
を
戦
争
文
学
あ
る
い
は
引
揚
げ
文
学
と
し
て
文
学
史

的
に
位
置
付
け
る
作
業
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

五
︑
一
九
五
〇
年
代
の
新
人
作
家
た
ち

　

第
一
節
で
、『
人
間
の
條
件
』
が
文
壇
関
係
者
を
介
す
る
こ
と
な
く
、

三
一
書
房
か
ら
書
き
下
ろ
し
長
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
五
味
川
が
文
壇
の
外
か
ら
作
家
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
臼
井
吉
見
や
長
谷
川
泉
が
同
時
代
的
に

戦
争
文
学
と
し
て
評
価
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
人
間
の
條
件
』

ひ
い
て
は
五
味
川
の
存
在
が
文
壇
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。「
五
味
川
純
平
が
、
日
本
に
は
珍
し
い
書
き
下
ろ
し
専
門
の
長
編

小
説
作
家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
う
し
た
位
置
を
早
々
と
確
乎
と
し

た
も
の
に
し
た
の
で
、
文
芸
雑
誌
や
小
説
雑
誌
に
読
み
切
り
の
短
編
小

説
を
書
き
、
長
編
小
説
を
連
載
し
て
そ
れ
を
単
行
本
化
す
る
と
い
う
文

壇
内
の
一
般
的
な
小
説
家
の
や
り
方
を
踏
襲
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
い

わ
ゆ
る
文
壇
、
文
芸
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
側
が
彼
を
受
け
入
れ
が
た
か

っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」（

11
（

と
い
う
川
村
湊
の
指

摘
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
本
節
で
は
川
村
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
書
き

下
ろ
し
長
編
に
よ
る
作
家
デ
ビ
ュ
ー
と
い
う
あ
り
方
と
一
九
五
〇
年
代

の
他
の
新
人
作
家
の
デ
ビ
ュ
ー
と
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。

　

一
九
五
〇
年
代
前
半
、国
民
文
学
論
争
や
日
高
六
郎「
文
壇
と
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
」（『
岩
波
講
座　

文
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
）
の
中
で

文
壇
の
閉
鎖
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
日
高
は
「
文
壇
の
最
大
の
欠
点
は
、

そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
文
壇
人
内
部
や
、
雑
誌
編
集
者
な
ど
の
つ
き
あ
い
の

範
囲
を
出
ず
、
社
会
的
国
民
的
地
盤
か
ら
全
く
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
」
と
指
摘
し（

11
（

、
文
壇
の
外
部
か
ら
新
し
い
文
学
運
動
が
起

き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
し
か
し
、
十
返
肇
が
「「
文
壇
」
の
崩

壊
」（『
中
央
公
論
』
一
九
五
六
・
一
二
）
の
中
で
「
私
や
荒
氏
が
「
文
壇
」

と
い
う
名
称
で
擁
護
し
た
の
は
、
い
わ
ば
文
学
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

世
界
で
あ
り
、
日
高
氏
が
攻
撃
し
た
の
は
古
い
概
念
に
よ
る
文
壇
で
あ
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っ
て
、
当
時
す
で
に
そ
れ
は
も
う
殆
ど
実
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
さ
え

い
え
よ
う
」（

1（
（

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
文
壇
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
文
壇

と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
「
崩
壊
」
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
展
開
さ

れ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
文
学
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
市
場
の
中
で
流
通

し
て
い
く
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
認
識
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
当
時
一
橋
大
学
の
学
生
で
あ

っ
た
石
原
慎
太
郎
の
「
太
陽
の
季
節
」（『
文
学
界
』
一
九
五
五
・
七
）

が
同
年
下
半
期
の
芥
川
賞
を
受
賞
し
、「
太
陽
族
」
の
登
場
と
い
う
社

会
現
象
ま
で
起
き
た
こ
と
に
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
同
作
は
芥

川
賞
の
前
に
、
創
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
文
学
界
新
人
賞
も
受
賞
し
て
い

る
。
実
は
、
文
芸
雑
誌
の
公
募
型
新
人
賞
は
こ
の
時
期
に
相
次
い
で
誕

生
し
て
お
り
、
一
九
五
六
年
に
は
中
央
公
論
新
人
賞
が
、
一
九
五
八
年

に
は
群
像
新
人
文
学
賞
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
主
導
的
に
新
人
作
家
を
発
掘
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
意
味
す
る（

11
（

。
こ
の
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
平
田
次
三

郎
は
、「
い
か
に
も
、
過
去
の
し
き
た
り
で
は
、
芥
川
賞
は
同
人
雑
誌

作
家
か
ら
選
ば
れ
た
。
が
、
当
節
で
は
、
そ
の
し
き
た
り
は
通
じ
な
い
。

「
文
学
界
新
人
賞
」
か
ら
芥
川
賞
と
い
う
石
原
慎
太
郎
の
例
を
見
る
が

い
い
」（

11
（

と
述
べ
て
い
る
。
同
人
雑
誌
で
の
地
道
な
活
動
を
経
験
し
な
い

新
人
作
家
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
市
場
を
介
し
て
文
壇
に
登
場
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
に
「
楢
山
節
考
」（『
中
央
公

論
』
一
九
五
六
・
一
一
）
で
第
一
回
中
央
公
論
新
人
賞
を
受
賞
し
た
深

沢
七
郎
も
同
様
で
あ
る
。
新
人
賞
の
審
査
員
は
作
家
や
文
芸
評
論
家
で

あ
り（

11
（

、
新
人
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
は
自
ず
と
文
壇
へ
の
入
り
口
と
も
な

る
。
十
返
が
文
壇
と
は
「
文
学
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
」
で
あ
る

と
述
べ
て
い
た
こ
と
は
、
新
人
作
家
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
に
関
し
て
も
妥

当
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
五
七
年
に
『
挽
歌
』（
東
都
書
房
、
一
九
五
六
）
が
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
た
原
田
康
子
は
、
北
海
道
釧
路
市
在
住
の
新
聞
記
者
で
あ

り
、
単
行
本
の
長
編
小
説
で
話
題
を
呼
ん
だ
と
い
う
点
で
五
味
川
と
共

通
点
が
多
い
。
一
九
五
八
年
末
の
『
読
売
新
聞
』
紙
上
の
「
文
壇
（0
大

ニ
ュ
ー
ス
」（
一
九
五
八
・
一
二
・
二
九
夕
刊
、
四
頁
）
の
中
で
、『
人
間

の
條
件
』
が
「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
条
件
（
五
味
川
純
平
「
人
間
の
条
件
」

二
百
四
十
万
部
売
れ
る
）」
と
題
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
際
に
は
、
前

年
に
『
挽
歌
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
こ
と
へ
の
言
及
か
ら
「「
素

人
」
ブ
ー
ム
が
到
来
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
原
田
の
場
合
は
『
挽
歌
』
刊
行
前
の
一
九
五
四
年
、
同
人

雑
誌
『
北
海
文
学
』
に
掲
載
し
た
「
サ
ピ
タ
の
記
憶
」
が
『
新
潮
』
同

人
雑
誌
賞
の
最
終
候
補
に
残
り
、
伊
藤
整
か
ら
評
価
を
受
け
た
こ
と

が
『
挽
歌
』
刊
行
の
布
石
と
な
っ
て
い
た
。『
挽
歌
』
は
ガ
リ
版
刷
り
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の
『
北
海
文
学
』
に
連
載
さ
れ
て
い
た
が
、
講
談
社
は
連
載
終
了
後
に

単
行
本
と
し
て
出
版
す
る
話
を
持
ち
か
け
た
。
実
際
に
発
行
し
た
の
は

東
都
書
房
だ
が
、
同
社
は
講
談
社
系
列
の
出
版
社
で
あ
る（

11
（

。
文
芸
雑
誌

の
文
学
賞
（
受
賞
は
し
な
か
っ
た
が
）
が
、
注
目
さ
れ
る
き
っ
か
け
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、
原
田
は
『
挽
歌
』
で
第
八

回
（
一
九
五
六
年
度
）
女
流
文
学
者
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前

の
受
賞
作
は
、
第
一
回
（
一
九
四
六
年
度
）
が
平
林
た
い
子
「
か
う
い

ふ
女
」（『
展
望
』
一
九
四
六
・
一
〇
）、
第
三
回
（
一
九
四
八
年
度
）
が

林
芙
美
子
「
晩
菊
」（『
別
冊
文
芸
春
秋
』
一
九
四
八
・
一
一
）、『
挽
歌
』

が
受
賞
し
た
翌
年
の
第
九
回（
一
九
五
七
年
度
）は
宇
野
千
代『
お
は
ん
』

（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
七
）
な
ど
錚
々
た
る
面
々
の
代
表
作
で
あ
る
。

　
『
挽
歌
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
前
年
の
一
九
五
六
年
に
は
、
学

生
作
家
の
藤
島
泰
輔
が
話
題
と
な
っ
た
。
藤
島
は
、
学
習
院
中
等
科
以

来
一
〇
年
に
渡
っ
て
学
友
だ
っ
た
皇
太
子
（
現
上
皇
）
を
モ
デ
ル
に
し

た
長
編
『
孤
独
の
人
』
を
同
年
四
月
に
三
笠
書
房
か
ら
書
き
下
ろ
し
で

刊
行
し
て
い
る
。
特
徴
的
な
の
は
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
刊
行
に
先
ん

じ
て
い
た
点
で
、『
週
刊
朝
日
』
一
九
五
六
年
四
月
一
五
日
号
で
特
集

が
組
ま
れ
た
ほ
か
、『
朝
日
新
聞
』
に
も
「
皇
太
子
さ
ま
に
青
春
を
…　

小
説
『
孤
独
の
人
』
で
抗
議
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
六
・
四
・
二
朝
刊
、

七
頁
）
と
い
う
見
出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
の
リ
ー
ド

文
は
「
皇
太
子
さ
ま
の
い
る
教
室
の
特
異
な
生
態
を
描
い
た
小
説
が
四

月
末
東
京
の
某
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
る
」
と
始
ま
っ
て
い
る
。『
人
間

の
條
件
』
と
同
じ
よ
う
に
文
壇
を
介
さ
ず
に
世
に
出
た
作
品
で
は
あ
る

が
、「
出
版
さ
れ
る
」
前
か
ら
、
そ
の
内
容
ゆ
え
に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
言
及
し
て
き
た
各
新
人
作
家
の
テ
ク
ス
ト
が
、
そ
れ
ぞ
れ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
力
に
よ
っ
て
大
き
く
宣
伝
さ
れ
話
題
と
な
っ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
が
、『
孤
独
の
人
』
は
別
と
し
て
、『
人
間
の
條
件
』

の
よ
う
に
文
壇
と
全
く
接
点
の
な
い
ま
ま
発
表
な
い
し
は
刊
行
さ
れ
た

も
の
は
な
い
。『
孤
独
の
人
』
も
刊
行
前
か
ら
話
題
に
な
っ
て
い
た
点

で
は
『
人
間
の
條
件
』
と
異
な
っ
て
い
た
。

　
　

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、『
人
間
の
條
件
』
出
版
の
経
緯
・
同
時
代
評
・
近
年
の

再
評
価
の
動
向
を
整
理
し
、
前
節
で
は
同
時
代
に
登
場
し
た
新
人
作
家

た
ち
の
デ
ビ
ュ
ー
の
あ
り
方
を
五
味
川
の
場
合
と
比
較
し
た
。最
後
に
、

『
人
間
の
條
件
』
研
究
の
暫
定
的
な
方
向
性
を
提
示
す
る
た
め
に
前
節

の
議
論
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。荒
正
人
は
、新
人
作
家
の
作
品
が
次
々

と
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
記
録
す
る
中
で
、
五
味
川
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て

い
る
。
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�　

作
者
に
は
失
礼
か
も
し
れ
ぬ
が
、『
人
間
の
条
件
』
は
、
音
楽

で
い
え
ば
歌
謡
曲
程
度
の
も
の
に
す
ぎ
ぬ
。
だ
が
、
こ
の
作
品
の

質
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
論
じ
る
必
要
が
な
い
。
私
の
言
い
た
い

の
は
、
マ
ス
・
コ
ミ
が
、
或
る
作
品
を
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
ズ
に
え

ら
び
、
そ
の
結
果
、
そ
の
書
き
手
を
一
人
の
新
人
と
し
て
登
録
し

て
し
ま
う
作
用
で
あ
る
。
新
人
と
い
う
か
ら
に
は
、
こ
れ
ま
で
な

か
つ
た
新
し
い
何
も
の
か
を
持
つ
て
き
た
人
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
五
味
川
純
平
は
、
は
た
し
て
新
人
の
名
に
値
い
す
る
か
。
私

の
疑
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ス
・
コ
ミ
は
、
立
派
な
新
人
と
し

て
の
待
遇
を
し
て
い
る（

11
（

。

　

荒
は
引
用
部
と
は
別
の
箇
所
で
、
石
原
慎
太
郎
を｢
新
人｣
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
る
。
荒
の
言
う｢

新
人｣

と
は
、
文
壇
に
入
る
に
足
る

と
認
め
ら
れ
た
新
人
作
家
の
こ
と
と
理
解
で
き
る
。
五
味
川
は
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
作
家
に
な
っ
た
が
、
荒
は
「
新
人
」
と
し
て
は
認
め
な
か
っ

た
。
そ
う
い
っ
た
立
場
が
荒
だ
け
に
限
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
同
時
代

評
の
中
で
も
文
学
作
品
と
し
て
は
評
価
さ
れ
ず
、「
す
ぐ
れ
た
啓
蒙
書
」

「
倫
理
的
感
動
」「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
大
衆
性
」
と
い
っ
た
言
葉
が
用

い
ら
れ
て
い
た
事
実
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
五
味
川
自
身
、
文
壇

と
の
距
離
は
自
覚
し
て
い
た
よ
う
で
、『
人
間
の
條
件
』
が
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
た
一
九
五
八
年
の
佐
古
純
一
郎
と
の
対
談
で
は
、「
私
は
、

文
壇
に
は
全
然
関
係
あ
り
ま
せ
ん
」「
文
壇
の
い
わ
ゆ
る
玄
人
の
立
場

―
―
私
は
玄
人
の
立
場
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
た
い
へ
ん
疑
問
に
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
―
―
そ
う
い
う
立
場
か
ら
、
あ
れ
は
素
人
つ
ぽ
い
、

非
文
学
の
作
品
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
」（

11
（

と
語
っ
て
い
る
。

　

文
壇
と
の
距
離
に
関
し
て
は
、
書
き
下
ろ
し
長
編
と
い
う
出
版
形
態

の
持
つ
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
田
野
辺
薫
は
「
出
版
社
が
無
名

の
作
品
を
い
き
な
り
単
行
本
と
し
て
刊
行
す
る
冒
険
は
、
雑
誌
中
心
に

栄
え
て
き
た
既
成
文
壇
に
対
抗
し
て
、
出
版
文
壇
と
も
い
う
べ
き
新
し

い
第
二
文
壇
を
産
み
出
そ
う
と
い
う
努
力
だ
と
い
う
見
方
」
が
あ
る
こ

と
に
触
れ
、「
原
田
康
子
の
「
挽
歌
」
五
味
川
純
平
「
人
間
の
条
件
」

な
ど
で
ほ
と
ん
ど
投
機
的
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
の
成
功
を
収
め
た
」

と
続
け
て
い
る（

11
（

。
こ
の
田
野
辺
の
指
摘
は
、
当
時
に
お
け
る
文
学
の
需

要
と
供
給
の
問
題
と
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
需
要

に
つ
い
て
は
、「「
人
間
の
條
件
」
が
マ
ス
・
コ
ミ
の
誇
大
広
告
や
人
為

的
な
売
込
み
作
戦
と
は
別
に
、
一
般
読
者
に
よ
つ
て
押
し
あ
げ
ら
れ
、

ブ
ー
ム
を
つ
く
つ
た
こ
と
は
、
当
時
の
読
者
が
既
成
文
学
の
閉
鎖
性
に

あ
き
て
、
新
し
い
文
学
を
求
め
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
」（

11
（

と
い
う
尾
崎

秀
樹
の
指
摘
が
示
唆
的
で
あ
る
。
供
給
に
つ
い
て
は
、『
人
間
の
條
件
』
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九

五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』
に
関
す
る
序
論
的
考
察

刊
行
当
時
の
三
一
書
房
の
経
営
状
況
や
出
版
戦
略
に
目
を
向
け
る
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
く
る
。�

　
　

注

（
１
）�

澤
地
久
枝
・
佐
高
信『
世
代
を
超
え
て
語
り
継
ぎ
た
い
戦
争
文
学
』

（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
一
五
）
三
頁
。

（
２
）�「
わ
が
小
説
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
一
・
一
二
・
二
五
朝
刊
）

六
頁
。

（
３
）�

小
林
修
「
五
味
川
純
平　

人
間
の
条
件
」（『
国
文
学　

解
釈
と

教
材
の
研
究
』
一
九
八
五
・
九
臨
時
増
刊
号
）
五
八
頁
。

（
４
）�

清
水
崑「
話
題
の
顔　

ス
カ
ッ
と
男
性
的　

五
味
川
純
平
氏
」（『
朝

日
新
聞
』
一
九
五
八
・
一
二
・
二
一
夕
刊
）
一
頁
。

（
５
）�

特
選
は
深
安
地
平
「
青
春
の
旅
」、
時
代
小
説
部
門
で
優
賞
に
次

ぐ
入
選
だ
っ
た
の
は
松
本
清
張
「
西
郷
札
」
で
あ
っ
た
。

（
６
）�

塩
澤
実
信
「
三
一
書
房
と
『
人
間
の
條
件
』」（『
新
装
版　

出
版

社
の
運
命
を
決
め
た
こ
の
一
冊
』
出
版
メ
デ
ィ
ア
パ
ル
、
二
〇

一
二
）
一
四
〇
～
一
四
一
頁
。

（
７
）�

注
（
６
）
前
掲
書
、
一
五
〇
頁
。

（
８
）�「
昨
年
の
長
者
番
付
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
九
・
五
・
二
朝
刊
）

一
〇
頁
。

（
９
）�

以
下
の
説
明
は
、
扇
谷
正
造
「
五
味
川
純
平　

人
間
の
条
件　

現
代
的
求
道
の
書
」（
朝
日
新
聞
社
編
『
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
物
語　

中
』
朝
日
選
書
、
一
九
七
八
、
七
九
頁
）
に
拠
っ
た
。

（
（0
）�

注
（
９
）
前
掲
書
、
七
九
頁
、
参
照
。

（
（（
）�『
映
画
評
論
』（
一
九
五
八
・
一
〇
）
に
は
映
画
主
演
の
仲
代
達

矢
と
舞
台
主
演
の
平
田
昭
彦
の
対
談「
主
役
対
談「
人
間
の
条
件
」

に
つ
い
て
」
が
掲
載
さ
れ
、『
婦
人
生
活
』（
一
九
五
八
・
一
一
）

に
は
「
劇
と
映
画
で
競
う
人
間
の
條
件
」（
一
七
二
～
一
七
五
頁
）

と
い
う
、
上
段
は
「
舞
台
裏
の
ぞ
き
」、
下
段
は
「
映
画
小
坂
ロ

ケ
だ
よ
り
」
で
構
成
さ
れ
る
二
段
組
み
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

当
時
の
『
人
間
の
條
件
』
の
話
題
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

（
（（
）�「
ま
え
が
き
」（『
五
味
川
純
平
著
作
集
』
第
一
巻
、
三
一
書
房
、

一
九
八
四
）
六
頁
。

（
（（
）�『
週
刊
朝
日
』（
一
九
五
八
・
二
・
一
六
）
八
～
九
頁
。

（
（（
）�

大
岡
昇
平
「「
人
間
の
条
件
」
の
中
身　

ば
か
ば
か
し
さ
の
中
の

真
面
目
な
も
の　

文
芸
時
評
㊤
」（『
東
京
新
聞
』一
九
五
八
・
三
・

二
六
夕
刊
）、
曽
根
博
義
編
『
文
藝
時
評
大
系　

昭
和
篇
Ⅱ
』
第

十
三
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
八
）
一
一
五
～
一
一
六
頁
。

（
（（
）�

杉
浦
明
平
「
文
学
の
ひ
ろ
ば
」（『
文
学
』
一
九
五
八
・
一
〇
）

一
一
一
頁
。



九
〇

（
（（
）�

村
上
兵
衛
「「
人
間
の
条
件
」
論
―
―
人
生
的
感
動
と
文
学
的
感

動
と
―
―
」（『
新
日
本
文
学
』
一
九
五
八
・
六
）
一
五
八
頁
。

（
（（
）�
堀
秀
彦
「
西
部
劇
「
人
間
の
條
件
」」（『
新
潮
』
一
九
五
八
・
七
）

六
六
頁
。

（
（（
）�

桜
井
増
雄
「
快
作
「
人
間
の
条
件
」
に
つ
い
て
」（『
社
会
主
義
』

第
八
四
号
、
一
九
五
八
・
八
）
四
三
～
四
四
頁
。

（
（（
）�

高
杉
一
郎
「
批
評
と
は
ケ
チ
を
つ
け
る
こ
と
か
」（『
多
喜
二
と

百
合
子
』
第
六
巻
第
一
一
号
、
一
九
五
八
・
一
〇
）
三
〇
頁
。

（
（0
）�

中
村
英
雄
「『
人
間
の
条
件
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
世
界
文
学
』
第

一
七
号
、
一
九
五
八
・
一
二
）
九
～
一
〇
頁
。

（
（（
）�

長
谷
川
泉
「
戦
争
文
学
の
系
譜
」（『
近
代
日
本
文
学
―
鑑
賞
と

研
究
―
』
明
治
書
院
、
一
九
五
八
）
二
五
三
～
二
五
四
頁
。

（
（（
）�

竹
内
好
「
五
味
川
純
平
『
人
間
の
条
件
』
解
説
」（『
現
代
の
文

学
（（　

五
味
川
純
平
集
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六
三
）、『
竹

内
好
全
集
』
第
一
二
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
）
三
九
一
頁
。

（
（（
）�

塩
見
鮮
一
郎
「『
人
間
の
条
件
』　

梶
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
と
そ
の
破
産
」

（『
創
』
一
九
七
九
・
一
〇
）

（
（（
）�

和
泉
あ
き
「
五
味
川
純
平
の
「
人
間
の
条
件
」」（『
国
文
学　

解

釈
と
鑑
賞
』
一
九
七
二
・
七
臨
時
増
刊
号
）、
渡
部
芳
紀
「
編
年

体
・
近
代
文
学
一
二
〇
年
史　

昭
和
（（
年　

１
９
５
８
」（『
国

文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』一
九
八
五
・
五
）、武
田
信
明「〈
編

年
体
文
学
史
〉
戦
後
五
十
年　

（（（（

年
（
昭
和
（（
）
」（『
国
文

学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
九
九
五
・
七
）
な
ど
。

（
（（
）�

川
村
湊
「『
人
間
の
條
件
』（（（（（

─（（（（

）
五
味
川
純
平
（（（（（

─（（（（

）　

語
り
継
が
れ
た
植
民
地
と
戦
争
の
「
記
憶
」」（『
現
代

思
想
』
第
三
三
巻
第
七
号
、
二
〇
〇
五
・
六
）
一
九
七
頁
。

（
（（
）�

成
田
龍
一
『「
戦
争
経
験
」
の
戦
後
史
―
―
語
ら
れ
た
体
験
／
証

言
／
記
憶
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
）
一
三
三
～
一
三
四
頁
。

（
（（
）�

五
十
嵐
惠
邦
「
五
味
川
純
平
と
『
人
間
の
條
件
』」（『
敗
戦
と
戦

後
の
あ
い
だ
で　

遅
れ
て
帰
り
し
者
た
ち
』
筑
摩
選
書
、
二
〇

一
二
）
七
七
～
七
八
頁
。

（
（（
）�

朴
裕
河
「「
引
揚
げ
文
学
」
を
考
え
る
」（『
日
本
近
代
文
学
』
第

八
七
号
、
二
〇
一
二
・
一
一
）、『
引
揚
げ
文
学
論
序
説
―
―
新

た
な
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
へ
』（
人
文
書
院
、
二
〇
一
六
）
一
五

頁
。

（
（（
）�

注
（
（（
）
前
掲
論
、
一
九
七
頁
。

（
（0
）�

日
高
六
郎
「
文
壇
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」（『
岩
波
講
座　

文
学
』

岩
波
書
店
、
一
九
五
三
）、
杉
山
光
信
編
『
日
高
六
郎
セ
レ
ク
シ

ョ
ン
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
一
一
）
三
三
二
頁
。

（
（（
）�

十
返
肇
「「
文
壇
」
の
崩
壊
」（『
中
央
公
論
』
一
九
五
六
・
一
二
）、



九
一

五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』
に
関
す
る
序
論
的
考
察

『
十
返
肇
著
作
集　

上
』（
講
談
社
、
一
九
六
九
）
二
九
五
頁
。

（
（（
）�

一
九
五
〇
年
代
の
文
壇
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
文
学
者
」
と
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
―

―
荒
正
人
の
文
壇
論
に
関
す
る
考
察
」（『
花
園
大
学
日
本
文
学

論
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
九
・
一
二
）
で
も
触
れ
て
お
り
、

内
容
的
に
一
部
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

（
（（
）�

平
田
次
三
郎「
同
人
雑
誌
の
問
題
点
」（『
群
像
』一
九
五
七
・
六
）

一
七
七
頁
。

（
（（
）�

例
え
ば
、第
一
回
文
学
界
新
人
賞
の
審
査
員
は
伊
藤
整
・
井
上
靖
・

武
田
泰
淳
・
平
野
謙
・
吉
田
健
一
、
第
一
回
中
央
公
論
新
人
賞

の
審
査
員
は
伊
藤
整
・
武
田
泰
淳
・
三
島
由
紀
夫
で
あ
っ
た
。

（
（（
）�「
女
立
志
伝　

私
は
こ
う
し
て
世
に
出
た　

原
田
康
子
さ
ん
」（『
読

売
新
聞
』
一
九
五
七
・
九
・
四
朝
刊
）
五
頁
参
照
。

（
（（
）�

荒
正
人
「
マ
ス
・
コ
ミ
と
新
人
」（『
新
日
本
文
学
』
一
九
五
八
・

一
一
）
一
四
八
～
一
四
九
頁
。

（
（（
）�

五
味
川
純
平
・
佐
古
純
一
郎
「〈
対
談
〉
文
学
の
条
件
」（『
中
央

公
論
』
一
九
五
八
・
八
）
二
三
二
頁
。

（
（（
）�

田
野
辺
薫
「
文
芸
時
評
」（『
京
都
新
聞
』
一
九
五
八
・
一
一
・

二
二
）、
注
（
（（
）
前
掲
書
、
四
九
〇
頁
。

（
（（
）�

尾
崎
秀
樹
「
状
況
か
ら
の
脱
出
」（『
文
芸
』
一
九
六
三
・
七
）

二
二
二
頁
。

付
記　

�

引
用
に
際
し
て
旧
字
体
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
が
、『
人
間

の
條
件
』
あ
る
い
は
『
人
間
の
条
件
』
の
表
記
は
各
文
献
の
表

記
に
従
っ
た
。
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
度
花
園
大
学
特
別
研
究

助
成
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




